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この度はメッセージランナ作成ソフトＡＫＰ３８１５３をご購入頂きありがとうございます。

メッセージランナＫＰ３Ｓ及びＫＰ３Ｈに本作成ソフトをご使用になる場合は、ご使用前に本マニュアルをお読み頂き正しくお使い

ください。

　ＫＰ３Ｓ及びＫＰ３Ｈ用マニュアル
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１．ＫＰ３Ｓ，ＫＰ３Ｈ 本体各部の名称（裏面）：

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＫＰ３Ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＫＰ３Ｈ

２．結線：本体の結線について（必ず電源をＯＦＦした状態で結線をしてください。）

２－１．入力コネクタ１（電源・メッセージ呼び出し用：松下電工製　ＡＸＭ２１４０１１　１４ピン　ＭＩＬコネクタ）

　　　端子銘板とコネクタのピンとの対比を示します。

　・端子名称

　　　無接点入力の場合（トランジスタ入力の場合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のように接続してください｡

（シーケンサ等のトランジスタ出力をご使用の場合出力トランジスタは、コレクタ電圧Ｖｃｅｏ≧５０Ｖ、漏れ電流≦１００μＡ以下

のものをご使用ください｡）

　　　　　　　　 　 C1 C2 ：コモン端子　Ｃ１端子は内部のＧＮＤと接続しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ２端子はメッセージの呼び出し方式を｢指定呼び出し方式｣と｢逐次呼び出し方式｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の２通りを切替ます｡

  　　　　　　　　　　　　　　：メッセージ表示呼び出し端子　　指定読み出し方式の場合は　　　　　　　　　　　　　 の６端子を

                                                 使用します｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逐次読み出し方式の場合は 1  端子のみ使用します。

　　　　　　　　　　　　　 R ：リセット端子　ONすると内部をリセットします｡OFF後00番のメッセージに戻ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（逐次呼び出しの場合）

＊ リセット端子入力中は表示が暗くなりますが、異常ではありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　NC ：内部未接続端子

　　　　　　　　　　　  　0+ ， 0-　：トランジスタ出力端子　　（最大　０．１Ａ　，　３０Ｖ　ＤＣ：ＫＰ３Ｈのみ）

　　　　　　　　　　　　 　＋ ,  ― ：電源入力端子　　ＫＰ３Ｓ：24V　DC　or　5V　DC　　ＫＰ３Ｈ：12-24V　DC　or　5V　DC

　　　　　　＊結線時の注意：５Ｖタイプは逆接続防止回路を内蔵しておりません。電源接続時には十分ご注意ください。

　・外部接続にはバラ線ケーブル付きコネクタ　ＡＫＰ３８３５（1ｍ）、ＡＫＰ３８３７（３ｍ）を推奨します。（別売）

　・使用コネクタ及び結線用ケーブル

　　本体側コネクタ（ＡＸＭ２１４０１１　松下電工製：１４Ｐ　ＭＩLコネクタ）に対応したコネクタをご使用ください。

　　推奨コネクタ：ＡＸＭ１１４４１５（松下電工製１４芯フラットケーブルタイプ（ストレーンリリーフ付き））

　　<本体には付属していませんので別途ご購入ください。>
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２－２．入力コネクタ２（メッセージ転送用：専用転送ケーブル）

専用転送ケーブルをパソコンのＤサブ９ピンとメッセージランナ本体のモジュラーコネクタとに接続します。

注1)専用転送ケーブルをパソコンのＤサブ９ピンとメッセージランナ本体のモジュラーコネクタとに接続します。

　（専用転送ケーブル：ＡＫＰ３８１１（１ｍ）、ＡＫＰ３８１２(２ｍ)、ＡＫＰ３８１３(３ｍ)、ＡＫＰ３８１４(４ｍ)タイプもあります。）

　　　２－３．メッセージ呼び出し方法

　　　　 ａ．指定呼び出し方式

　　　　　　　　本体内蔵のメッセージを　　　　　　　 　　　　　　　  の６種類のピンを直接指定（ＯＮ／ＯＦＦ）することにより呼び出します｡

　　　　　　（結線例）

　　　　図の通り　　　端子はOFF(ＳＷ０はOFF，又は無接続)します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 の６ピン(ＳＷ６～ＳＷ１に対応)をＯＮ／ＯＦＦしてメッセージの選択を行います。

　　　　メッセージの選択は下表によります。（メッセージ数：６４メッセージ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 が６桁の２進数に対応しています。（ＳＷはONを１，OFFを０とします。）

メッセージ№

(１０進数) ＳＷ６ ＳＷ５ ＳＷ４ ＳＷ３ ＳＷ２ ＳＷ１

00 0 0 0 0 0 0

01 0 0 0 0 0 1

02 0 0 0 0 1 0

61 1 1 1 1 0 1

62 1 1 1 1 1 0

63 1 1 1 1 1 1

   　ｂ．逐次呼び出し方式

　　　　　　　本体内蔵のメッセージが①ピンをＯＮ／ＯＦＦすることにより№00から順番に表示していきます。

　　　　　　（結線例）

　　　　　　　　　　　　図の通り　　　端子をONします｡

　　　　

　①ピンの動作

　（ＳＷ１）

　電源投入時は、メッセージ№00を表示します｡その後①ピンがＯＮ／ＯＦＦすることによりメッセージが番号毎に切替わります。

パソコンへ

AKP3811
専用転送ケーブル

モジュラーコネクタ

32 16 8 4 2 1

C2

32 16 8 4 2 1

32 16 8 4 2 1

32 16 8 4 2 1

C2
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３．作成ソフト画面

３－１．ＫＰ３Ｓ及びＫＰ３Ｈの初期画面

３－２．各メニューボタンの名称と働き

・ ファイル：終了を選択すると本作成ソフトを終了することが出来ます。

・ 機種選択：｢ＫＰ３Ｓ｣｢ＫＰ３Ｈ｣｢ＫＰ３Ｃ｣｢ＫＰ３Ｒ｣の4種類のメッセージランナが選択出来ます。

・ 通信設定：通信用のＣＯＭポートをＣＯＭ１～ＣＯＭ１５の間で選択出来ます。

・ ヘルプ：本作成ソフトのバージョン情報が読み出せます。

　　３－３．メンテナンス画面の各操作ボタンの名称と働き

・ 表示方向：メッセージランナ本体の表示方向を縦・横の選択をする。

（縦書き転送するｃｓｖファイルの文字内容は各メッセージ全角，半角とも１６文字以内としてください。）

・ ファイル選択：本体に転送する表示作成データファイルを取り込むことが出来ます。

・ 転送方法：｢全消去転送｣｢上書き転送｣の選択が出来ます。
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４．メッセージの作成と本体への転送について

４－１．Ｓａｍｐｌｅ１．ｃｓｖファイル（メッセージを作成するひな形ファイル）を用いＥｘｃｅｌにてメッセージを作成します。

４－２．通信条件（固定）

４－３．Message Runner Conversionソフトを立ち上げます。

４－４．メッセージランナの機種を選択します。（メッセージランナＫＰ３Ｓ、ＫＰ３Ｈ、ＫＰ３Ｃ、ＫＰ３Ｒより選択します。）

４－５．メッセージの縦書き、横書きを選択します。

４－６．使用ポートの設定→ＣＯＭポートを選択→通信条件を設定します。

４－７．　４－１で作成したメッセージのファイルをメッセージランナ本体へ転送します。

４－１．Ｓａｍｐｌｅ１．ｃｓｖファイルでのメッセージファイルの作成方法　（Ｓａｍｐｌｅ１．ｃｓｖファイル中にも記述しています。）

◇Message Runner Conversionフォルダ中にあるDataフォルダにあるＳａｍｐｌｅ１．ｃｓｖファイルを開きます。

◇開いたＳａｍｐｌｅ１．ｃｓｖファイルにメッセージ内容と各種属性を記入します。

・№１～６３行がメッセージ№０１～６３に対応します。（６４行目が№００メッセージに対応します。）

・ Ａ列にメッセージを記入下さい。全角１６文字（半角３２文字）が使用できます。

・ 縦表示の場合は全角１６文字（半角１６文字）が使用できます。　（セルを適度に拡げて入力ください。）

・Ａ列にメッセージを入力しない場合でもB列-Ｇ列セル（属性セル）には予め"0"を入力してください。

・ Ｂ列にメッセージ文字の色番号を記入ください。（０：緑、１：橙）

・ Ｃ列にメッセージ番号の送り速度の番号を記入ください。（０：静止、１：低速、２：中速、３：高速）

・ Ｄ列にメッセージ表示時の出力有無の番号を記入ください。（０：ＯＦＦ、１：ＯＮ）

※ ＫＰ３Ｓは無効です。

・Ｅ列にメッセージ文字の点滅有無の番号を記入ください。（０：ＯＦＦ、１：ＯＮ）

※ ＫＰ３Ｓは無効です。

　　　　　　　・Ｆ列、Ｇ列は、ＫＰ３Ｓ、ＫＰ３Ｈでは無効です｡

◇最後に名前を付けて保存します。（このとき出来るだけ同じＤａｔａフォルダに保存ください。）

これを開きます。
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４－２．通信条件　(ＫＰ３Ｓ、ＫＰ３Ｈは、下記通信条件固定になっています。)

・通信速度の設定 　１９２００ｂｐｓ、

・データ長の設定 　８ビット、

・パリティ有無の設定 　パリティあり、

・パリティの種類の設定 　奇数、

・ストップビット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

４－３．メッセージランナコンバージョンソフトの立ち上げ（パソコン上の操作を示します。）

◇スタート→プログラム→Message Runner Conversion→Message Runner Conversion とクリックし本ソフトを立上げます。

４－４．メッセージランナの機種を選択します。

　　　　◇ＡＫＰ３０系列（ＫＰ３Ｓ）、ＡＫＰ３１系列（ＫＰ３Ｈ）、ＡＫＰ３２系列（ＫＰ３Ｃ）、ＡＫ３３系列（ＫＰ３Ｒ）より選択します。

４－５．メッセージランナ表示方向を選択します。(メンテナンス画面おいて)

◇横表示、縦表示どちらかを選択します｡

（今回のメッセージランナ作成ソフトＡＫＰ３８１５３では全ての機種で縦･横表示が可能となりました。

縦書き転送するｃｓｖファイルの文字内容は各メッセージ全角，半角とも１６文字以内としてください。）

　４－６．使用ポートの設定→ＣＯＭポートを選択→通信条件を設定します。

◇ パソコンのシリアル通信ポートをＣＯＭ１からＣＯＭ１５の間で設定します。シリアル通信ポートが１つしかないパソ

　　コンの場合はＣＯＭ１でそのままご使用ください。（詳しくはパソコンのマニュアルをご覧ください、。）

◇ ＣＯＭポートが不明の場合は、｢コントロールパネル→システム→デバイスマネージャ｣のＬＰＴポートにてＣＯＭ番号

をご確認願います。

ＣＯＭポート選択します

機種選択で、ＫＰ３Ｓ及びＫＰ３Ｈを選択します｡

縦･横表示の選択します｡

(初期は、縦表示が選択されています。)
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４－７．メッセージを本体へ転送します。（４－１．で作成したメッセージファイルをメンテナンス画面にて本体へ転送します。）

◇ ファイル選択ボタンを押します。

◇４－１．で作成したファイルを選び、開くボタンを押します。

別のファイルを選び転送する場合も一旦この画面でファイルを選び、開くボタンを押してください。

◇選ばれたファイル名がファイル欄に表示されます、その後転送ボタンを押します。

◇「本体メッセージを全消去後転送」か「本体メッセージに上書き転送」を選びＯＫを押します。

注１）「本体メッセージを全消去後転送」は本体のメッセージを全て消去した後、メッセージを送信します。

注２）「本体メッセージに上書き転送」は現在本体のメッセージの上に４－１で作成したメッセージの書き込んだ部分の

　　　メッセージだけを本体に送信します。

◇転送確認画面でＯＫを押すとメッセージの転送が始まります。停止ボタンで停止できます。

ファイルを選ぶ
開くを押す

ファイルが選ばれます。
転送ボタンを押します。

「ファイルを選択」を押す。
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◇「本体メッセージを全消去後転送」は「本体メッセージ消去中」を表示します。

◇ 転送開始後は「データ送信中」とバーグラフに送信達成度が表示されます。

◇ ＫＰ３Ｓの場合、本体側の表示は消去中、書込み中とも不定です。

　 ＫＰ３Ｈの場合、本体側の表示は消去中 ｢Erasing｣、 書込中｢Receive｣が表示されます。

◇転送が正常に終了すると上図画面が現れ転送が完了します。

◇転送に失敗した場合通信エラー画面が出ます、通信条件等をご確認ください。

５．ヘルプメニューについて

本ソフトのバージョンを確認出来ます。

メッセージ消去中と表示

バーグラフを表示


